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　1，4一ジ オ キサ ンは 、各種工 業 で大量 に使 用されて い る化学物質で あり、水
環 境 中か ら頻繁 に検 出 され て い る。人 に 対 して 発がん性 を有する 疑い が あ

る た め、効 率 的 な 1，4一ジオ キサ ン含有廃水処 理シ ス テム の 構築が望まれて

い る．本研究 で は、こ の し4一ジ オ キサ ンの 生物処 理 シ ス テ ム開発の ための

基礎的 な デ ータ を得 る こ と を 目的 とし て、1，4．ジオ キサ ン を共代謝に よっ
て 分解 す る 2株の テ トラ ヒ ド ロ フ ラ ン （THF ｝ 分 解微生物 （Tl及びT5 株 ）

の 生理 特性 及び 分解特性 を調 査 した 。　 これ らの 菌株は 、THF 及び1，4一ジ
オ キ サ ン をそれ ぞ れ IDOm911とな る よ うに 添 加 し た 系に お い て、THF を6日

程度で 100 ％ 分解 した 後、1，4．ジオ キサ ン を ISH 程 度 で leo％分 解す る こ と

が で きた。これ ら の菌株の 16S　rDNA 塩 基 配 列 は 、　 R観 oro ε‘螂 咒 ‘bevrとの 相

同性がそ れぞ れ99．5及び 99．7％で あ っ た こ とか ら、両株 はR 、ntber で ある と

推定さ れた 。両株は 、各種 糖、有機酸、環 状 工 一テ ル類 な ど、幅広 い 資化

性 をも っ て い る こ とが 明ら か とな っ た 。また 、R ．π ‘伽 T 且は、　pH 　6−9の 中

性域で 増殖が可能で あ り、至 適pH は 8．0で あ っ た。

【目的】廃水 の ア ンモ ニ ア 牛物処理 としては、硝化
・
脱窒が 知られ て い る。

ま た 、嫌気性プ ロ セ ス として、アナモ ッ クス反 応が 報告 され て い る。新し

い ア ン モ ニ ア 処 理法の 開発を 目的 として、EDTA 鉄 を利用 した新規嫌気性

ア ン モ ニ ア 変撰反応の 検討 を行 っ た．【方法及 び結果】嫌 気性 消化 汚泥 を種

菌 と し て、嫌気条件の カ ーボ ン フ ＝ル トを担体 とした固定床 リア ク タに 、
塩化ア ン モ ニ ウム 、LD

「
IAFc 〔III）ナ トリウム と炭酸水素ナ トリウム を35℃

で 連続的に 供給した c リア クタ廃液に つ い て、陰イオン と陽イオン をイオ

ン クロ マ トで 分析した 。操作開始後リアク タ廃液中の ア ン モ ニ ア濃度 が低

ドし、亜硝酸 と硝酸が 検出 され る よ うに な っ た．供給液中の アン モ ニ ア濃

度が5mM の 時、必要な EDTA 　Fe（III）ナ トリウム と炭酸水素ナ トリウム の

濃度 はそれ ぞれ0、1mM と 10mM で あ っ た。これ らの 実験結 果か ら、　 ED 丁A

鉄利用 微生物 に よ る嫌気 的な ア ン モ ニ ア酸化反応 （フ ェア モ ッ ク ス 反応、
Fenmmox ）が存在す る こ とが 示唆さ れ た。
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（目的 ）近 年 ，エ ス トラ ジ オ ール （E2），エ ス トロ ン （ED な どの 天然女性

ホル モ ン や エ チ ニ ル エ ス トラ ジオ ール （EE2） な どの 合成 女性 ホ ル モ ン が

河川 な ど で魚 類 な ど の 内分 泌 系 に 与．え る影響が懸念 されて い る。担 子菌由

来 の ラ ッ カ ーゼは 水 中の 溶亦酸素 を用い て フ J．ノ ー
ル 類 を酸化で き る た

め，フ ェノ ール系環境 汚 染物質の 酵素処 理 へ の 利用が検討 されて お り，女

性ホ ル モ ン類 の酸化 処理 も可 能で ある［1】。本研究 で はラッ カー一ゼ に よ る女

性ホ ル モ ン の酸化反 応に お い て反応条件 が反応速度 に 及ぼす影響 につ い て

検討 し、さ らに，小 型魚類 を用 い て ラ ッ カーゼ処 埋 に よるエ ス トロ ゲ ン 活

性の 低 ドを確 認 した n （方 法 及 び結果） ラ ッ カ
ーゼ に は Ti’ametes 　sp ．　Hal 由

来の ラ ッ カ ーゼ ダイ ワ （大 和 化成 ） を用 い た 、．酵素反応 は主 として 20 ％エ

タ ノ ール を 含む pH 　5の リン酸 一ク エ ン酸 一緩衝液中で 30℃ に て試験管 を振

盪さ せ て 行 っ た。反応 の追 跡 はHPLC にて 行 っ た n　 E1，　 E2 及 びEE2 の 酸化

反応 の 至 適 pH は い ずれ も 5で あ っ た 。温度 10−40℃ に お ける 反応 の 活性化

エ ネル ギ ー一は56・7r）　kI！moi で あ っ た 。　p115，　 SO℃ で 比較する と反応速 度の

比は E1 ；E2；EE2 ＝1：3：3で あ っ た。　 E1、　 E2，　 EE2 は溶解限度の 0、3，0．7，】、O
mM ま で の濃 度範 囲 で は

．．一
次 反応 で あ っ た。メ ダカ0膨 α∫翻 ψ6∫の オ ス と

メダ カ ク ロ マ トキ ッ ト 〔島津理 化器 械） を用 い て エ ス トロ ゲン 作 用を確認

した と こ ろ，い ずれ の 女 性 ホ ル モ ン もラ ッ カ
ーゼ 処理に よリエ ス トロ ゲ ン

活性 が 低 減 した こ とが 示 さ れ た。
［1】TTanaka ，　et　at．，“rat，　Scl．Technol．，42〔7−8）．89−95（200U）．

【目的】本 研 究 は セ ル ロ ース 含有廃 棄物 の高 効率且つ 安定な嫌気性処理 技術

の 開発 を 目的 と し、トイ レ ッ トペ ーパ ー
含有 生ゴ ミ を原水 と した 高温 メ タ

ン 発酵 系 で 異 な る有機物 負荷条件で の 発酵特 性お よび 嫌 気性微生物菌群 の

挙 動 解 析 よ り最適な 条件 を検討 した。【方法】有効容積 S、5L の完 全混 合型

発酵 槽 R亅とR2を用 い て、55℃、有機物 負荷 2．3 と3．4gCODc
：YUcl、　 HRTgJ 「d

と 2Sd の 条件 で 実験 を行 っ た。汚泥中の微 生物菌群の 経時的な 変化 を 定量

PGR 法 で調 べ た 。【結果】 発酵槽 Rl で は約 6 ヶ 月圓安定的に有機 酸蓄 積な

くメ タ ン 生 成 した 。実験 開始 か ら1〜2 ヶ 月の 問 に 酸生成 菌群、メ タ ン 生成

菌群 の順 に 菌濃 度 が 増加 し、その 後
一．

定に 保持す る こ とが で きた 。これ に

対 し て発酵 槽 R2で は実験開 始 か ら2週間後 が有 機酸 が蓄積 し、pH の 低下 と

共 にバ イ オ ガ ス生 成 量 が 減少 した た め、原水投入 を停 1ヒした n 有機酸濃度

が低 下 した後 原 水投 入 を再 開 した が 、その 後 もしば しば pIIが 低下 した た

め、繰返 し原 水 投 入 を停 止 した 。運転 開始 か ら43 日間 に 酸生成些群の 濃度

が ほ ぼ安 定 した が、原水投入 停 IEした後菌濃度 は回復で きず また はメ タン

ガ ス 生成 量 は 回復 し た期 間 中に菌濃 度が低減 した メタ ン 生成菌種が 認め ら

れ た 、従 っ て 本処 理 系 の最適 有機物負荷は3．4gCOD
（：♂IVd （HRT 　23d）以

下 で あ る こ とが わ か っ た。本研究開発は、NEDO の 「生分解プロ ジ ェ ク ト1

の 一環 と して 実施 した もの で あるc
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